
科学技術振興で次代拓く
　産業界を支える有力な機械、部品メーカーが育ち、基
礎研究を担う大学が集積している京都。その利点を生か
して地元での産学連携も活発だ。実際に先駆的な研究や
業界をリードする製品開発として、成果が表れている。
ここでは 学 である大学側の立場から、京都企業との連
携事例を関係者のインタビューで紹介する。
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産
学
公京都

学
識
者
４
氏
に
聞
く

産
学
連
携
の
成
果
と
課
題

知
の
集
積
活
用
促
す

医
療
分
野
で
貢
献
狙
う

テーマ見極め重要川畑良尚氏
専門教員足りない川畑隆夫氏

ＳｉＣデバイスに期待集まる

京都高度技術研究所

技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　◎…京都大学の松波弘之名誉
教授が実用化の道を切り拓いた
炭化ケイ素（ＳｉＣ）パワーデ
バイス。文部科学省の支援で進
める京都環境ナノクラスター事
業では産学共同研究を支援し、
事業化に向けて成果を上げてき
た。中核機関の京都高度技術研
究所は７月、「ＳｉＣパワーデ
バイスを活かす」と題した技術
フォーラムを開き約 人が参
加した。
　◎…ＳｉＣデバイスの実用化
には基板ウエハーの作製からモ

ジュール、パッケージ、回路技
術まで作り込むことが重要。そ
ういった観点で基板ウエハー作
製プロセスをデンソーやアクト
が、デバイス作製プロセスはロ
ームや日新イオン機器、サムコ
といった市内企業が技術を紹介
した。講演後の質疑応答も活発
で、デバイス関連の最新技術に
対する研究者の期待感や注目度
の高さがうかがえた。
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―
立
命
館
大
学
は
２
０
０

５
年
度
か
ら
ニ
チ
コ
ン
と
包

括
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始

め
、
瞬
時
電
圧
低
下
補
償
装

置
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
川
畑
良
尚
准
教
授
「
当
時

の
連
携
を
主
導
し
た
、
恩
師

で
あ
る
川
畑
隆
夫
先
生
の
も

と
マ
イ
コ
ン
に
よ
る
制
御
な

ど
で
か
か
わ
っ
た
。
ニ
チ
コ

ン
は
デ
ジ
タ
ル
制
御
技
術
を

求
め
て
お
り
、
共
同
開
発
の

結
果
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
部

品
点
数
が
少
な
く
な
り
、
コ

ス
ト
削
減
に
も
つ
な
が
っ

た
。
試
作
機
の
作
製
や
試
験

で
は
１
―
２
カ
月
間
、
ニ
チ

コ
ン
草
津

滋
賀
県
草
津

市

と
大
学
を
行
っ
た
り
来

た
り
し
た
」

　
川
畑
隆
夫
非
常
勤
講
師

「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
ほ
か
、
大
き
な
試
作
機
を

つ
く
る
と
な
る
と
大
学
と
企

業
が
組
ま
な
い
と
難
し
い
。

こ
こ
数
年
、
電
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
制
御
す
る
パ
ワ
ー
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
見
直
さ

れ
、
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り

果
た
す
役
割
は
大
き
い
」

　
―
共
同
開
発
し
た
デ
ジ
タ

ル
制
御
技
術
が
そ
の
後
、
ニ

チ
コ
ン
が
力
を
入
れ
て
い
る

環
境
関
連
製
品
に
生
か
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　
川
畑
良
尚
准
教
授
「
共
同

研
究
を
通
じ
て
若
手
技
術
者

も
短
期
間
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
吸

収
さ
れ
、
瞬
時
電
圧
低
下
補

償
装
置
で
培
っ
た

キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
社
内
で
水
平

展
開
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
例

え
ば
、
定
置
用
蓄

電
シ
ス
テ
ム
に
供

給
し
て
い
る
双
方

向
コ
ン
バ
ー
タ
ー

や
、
太
陽
電
池
や

蓄
電
池
と
組
み
合

わ
せ
た
電
気
自
動

車

Ｅ
Ｖ

用
急

速
充
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
だ
。
世
の
中

に
役
立
つ
製
品
、

必
要
に
な
る
製
品

に
つ
な
げ
て
も
ら

い
感
謝
し
て
い

る
」

　
―
今
後
の
産
学

連
携
の
方
針
や
課

題
は
。

　
川
畑
良
尚
准
教

授
「
東
日
本
大
震

災
や
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が

転
換
期
に
あ
る
。
産
業
社
会

で
活
用
で
き
る
モ
ノ
は
大
学

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
無
理

だ
。
こ
れ
か
ら
の
技
術
動
向

を
見
な
が
ら
研
究
テ
ー
マ
を

見
極
め
、
ニ
チ
コ
ン
と
も
い

ず
れ
別
の
テ
ー
マ
で
連
携
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」

　
川
畑
隆
夫
非
常
勤
講
師

「
現
状
で
は
パ
ワ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
専
門
の
教
員
が

少
な
い
こ
と
が
課
題
。
そ
の

た
め
専
攻
す
る
学
生
も
限
ら

れ
、
社
会
の
需
要
に
追
い
つ

い
て
い
な
い
。
専
門
性
を
身

に
つ
け
た
学
生
は
機
械
や
電

機
、
鉄
道
業
界
か
ら
引
く
手

あ
ま
た
だ
。
教
員
数
を
増
や

し
、
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
」

　
　

　
―
京
都
大
学
は
島
津
製
作

所
と
の
医
工
連
携
に
長
年
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
成
果
が
出
て
い
ま
す

か
。

　
「
科
学
技
術
振
興
機
構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

が
選
定
し
た
京

都
市
地
域
結
集
型
共
同
研
究

事
業
で
２
０
０
５
年
か
ら
の

５
年
間
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
と
メ
デ
ィ
カ
ル

医
療

を
融
合
し
て
モ
ノ
づ
く
り
に

生
か
そ
う
と
連
携
し
た
。
そ

の
中
で
、
薬
剤
を
投
与
す
る

際
に
器
と
な
る
ナ
ノ
キ
ャ
リ

ア

ラ
ク
ト
ソ
ー
ム

を
開

発
し
た
。
が
ん
検
診
に
使
お

う
と
現
在
も
両
者
が
協
力
し

て

ラ
ク
ト
ソ
ー
ム
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
進
行
中
で
、
実

用
化
に
向
け
協
力
し
て
い

る
」

　
―
生
体
内
の
分
子
や
細
胞

の
性
質
を
と
ら
え
て
画
像
表

示
す
る
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

技
術
を
用
い
、
乳
が
ん
の
早

期
発
見
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
「
島
津
製
作
所
と
開
発
、

臨
床
研
究
し
て
い
る

マ
ン

モ
Ｐ
Ｅ
Ｔ

陽
電
子
放
射
断

層
撮
影

は
鮮
明
な
画
像

で
、
早
期
に
乳
が
ん
を
発
見

で
き
る
。
日
本
人
女
性
は

人
に
１
人
の
確
率
で
乳
が
ん

を
発
症
し
て
お
り
、
早
く
見

つ
け
る
と
治
り
や
す
い
た
め

社
会
的
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
。

医
療
機
器
は
認
可
さ
れ
た
も

の
し
か
人
に
使
え
な
い
。
だ

が
、
先
端
医
療
開
発
特
区

ス
ー
パ
ー
特
区

に
採
択

さ
れ
た
こ
と
で
島
津
製
作
所

は
京
大
病
院
で
臨
床
研
究
で

き
る
た
め
試
作
の
場
と
し
て

改
良
、
改
善
を
進
め
て
い

る
」

　
―
京
大
を
研
究
拠
点
と
し

て
医
療
機
器
を
開
発
す
る
ス

ー
パ
ー
特
区
に
選
ば
れ
た
意

義
に
つ
い
て
、

考
え
を
聞
か
せ

て
下
さ
い
。

　
「
特
区
に
よ

る
規
制
緩
和
で

臨
床
研
究
が
加
速
し
、
そ
の

デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
医
療
機
器
や
介
護
機
器

は
成
長
産
業
だ
が
、
規
制
が

厳
し
く
参
入
し
に
く
い
。
京

大
病
院
で
臨
床
研
究
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
っ
た

の
で
、
京
都
か
ら
新
規
性
の

あ
る
機
器
を
生
み
出
し
て
い

き
た
い
」

　
―
大
学
が
民
間
企
業
と
連

携
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す

か
。

　
「
大
学
だ
け
だ
と
勉
強
会

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

に
企
業
が
入
る
こ
と
で
開
発

と
な
る
。
良
い
モ
ノ
を
つ
く

り
た
い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

革
新

を
起
こ
し
た
い
と

な
れ
ば
基
礎
研
究
と
開
発
を

融
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
医
療
に
は
シ
ー
ズ
と
ニ

ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要

だ
。
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ

と
最
適
な
人
材
も
集
め
ら
れ

る
た
め
、
大
き
な
成
果
が
期

待
で
き
る
」

　
　

　
―
京
都
環
境
ナ
ノ
ク
ラ
ス

タ
ー
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研

究
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ク
ラ
ス
タ
ー
で
は
企
業

の
連
携
意
識
が
高
く
、
多
く

の
チ
ー
ム
で
有
効
な
研
究
を

推
進
し
て
い
る
。
製
造
技
術

に
特
化
す
る
企
業
に
対
し
、

大
学
の
仕
事
は
基
礎
研
究
と

と
も
に
知
の
集
積
を
産
業

界
に
役
立
て
る
こ
と
。
日
本

の
産
業
が
国
際
競
争
力
を
強

め
る
に
は
産
学
連
携
が
重

要
。
一
方
、
京
都
企
業
は
独

自
の
技
術
力
と
機
動
力
に
た

け
て
い
る
上
、
開
発
や
投
資

時
期
に
企
業
ト
ッ
プ
が
絶
妙

な
決
断
を
下
す
。
こ
れ
が
多

く
の
業
界
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
堅
持
し
て
い
る
要
因
だ
ろ

う
」

　
―
木
本
先
生
が
か
か
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
研
究
と
は
。

　
「

年
前
に
京
大
に
戻

り
、
現
Ｊ
Ｓ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
プ
ラ
ザ
京
都
館
長
の
松

波
弘
之
先
生
が
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ
イ

ド

Ｓ
ｉ
Ｃ
、
炭
化
ケ
イ

素

に
よ
る
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
開
発
の
研
究
に
加
わ
っ

た
。
電
力
制
御
用
Ｓ
ｉ
Ｃ
パ

ワ
ー
デ
バ
イ
ス

は
、
現
在
主
流

の
シ
リ
コ
ン
製

に
比
べ
高
効

率
、
高
周
波
、

高
温
動
作
な
ど
に
優
れ
た
特

性
を
発
揮
。
機
器
の
電
力
損

失
を
大
幅
に
低
減
し
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
を
可
能
に
す

る
。
低
炭
素
社
会
に
貢
献
す

る
新
た
な
市
場
に
採
用
が
広

が
る
だ
ろ
う
」

　
―
Ｓ
ｉ
Ｃ
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
の
技
術
開
発
の
経
緯
は
。

　
「
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
は
２

端
子
で
構
成
す
る
ダ
イ
オ
ー

ド
と
３
端
子
の
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
デ
バ
イ
ス

ト
ラ
ン
ジ
ス

タ

の
２
種
が
あ
る
。
最
初

に
京
大
が
金
属
を
付
け
た
シ

ン
プ
ル
構
造
の
シ
ョ
ッ
ト
キ

ー
障
壁
型
ダ
イ
オ
ー
ド
を
開

発
し
、
デ
バ
イ
ス
と
し
て
の

性
能
評
価
を
発
表
。
そ
の

後
、
共
同
研
究
社
で
あ
る
ロ

ー
ム
が
地
道
な
研
究
を
重
ね

年
に
世
界
ト
ッ
プ
級
の
１

２
０
０

で
１
０
０

出
力

ダ
イ
オ
ー
ド
を
開
発
し
た
」

　
「
さ
ら
に
半
導
体
装
置
メ

ー
カ
ー
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
が
共
同
研
究
に
参
画
。
京

大
の
結
晶
成
長
技
術
と
ロ
ー

ム
の
デ
バ
イ
ス
作
成
技
術
が

融
合
し
、
欠
陥
の
少
な
い
自

前
の
Ｓ
ｉ
Ｃ
ウ
エ
ハ
ー

結

晶

を
完
成
し
た
。
結
果
、

年
４
月
に
は
ロ
ー
ム
が
国

内
で
初
め
て
Ｓ
ｉ
Ｃ
シ
ョ
ッ

ト
キ
ー
ダ
イ
オ
ー
ド
の
量
産

化
を
可
能
に
し
た
。
一
方
、

Ｓ
ｉ
Ｃ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
で
は

半
導
体
と
絶
縁
膜
の
界
面
欠

陥
を
減
少
さ
せ
る
研
究
を
ロ

ー
ム
と
展
開
。

年

月
、

ロ
ー
ム
が
世
界
で
始
め
て
電

圧
６
０
０

、
電
流

製

品
の
量
産
化
に
成
功
し
た
」

　
―
今
後
の
開
発
目
標
は
。

　
「

―

で
実
用
化

が
始
ま
っ
た
。
結
晶
欠
陥
を

克
服
す
る
材
料
の
研
究
が
課

題
だ
が
、
採
用
拡
大
に
は
１

０
０

や
２
０
０

の
素
子

が
歩
留
ま
り
良
く
量
産
で
き

る
技
術
の
開
発
が
目
標
に
な

る
」


